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地
方
自
治
の
振
興
功
労
者

芸
術
、
文
化
の
向
上
功
労
者

公
益
寄
附
者

久
保
田
　
勝
士 

様

故  

呉
羽
　
正
行 

様

渋
谷
　
文
雄 

様

《
ご
功
績
》

　

平
成
16
年
11
月
か
ら
高
山
村
長
を
３

期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
歴
任
さ
れ
、

自
律
し
て
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
村
づ

く
り
の
た
め
、
村
政
各
般
に
わ
た
っ
て

均
衡
の
と
れ
た
行
財
政
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
栽
培

を
は
じ
め
と
す
る
付
加
価
値
の
高
い

農
業
振
興
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い

山
里
の
美
し
い
原
風
景
を
保
全
す
る
た

め
、「
景
観
条
例
」
や
「
地
球
に
や
さ

し
い
環
境
基
本
条
例
」
を
制
定
す
る
な

ど
、
新
た
な
産
業
振
興
や
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
た
環
境
保
護
の
推
進
を
図

ら
れ
た
功
績
は
多
大
で
あ
り
、
地
方
自

治
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

《
ご
功
績
》

　

平
成
10
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
８
月

ま
で
、
19
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
高
山

村
生
涯
学
習
事
業
の
絵
画
教
室
の
講
師

と
し
て
多
く
の
村
民
の
指
導
に
あ
た
ら

れ
る
な
ど
本
村
の
芸
術
・
文
化
の
向
上

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
厚
で
面
倒
見
が
よ
く
、
多
く
の
教

え
子
と
交
流
を
続
け
ら
れ
る
な
ど
、
大

変
慕
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

《
ご
功
績
》

　

教
育
の
向
上
と
振
興
等
の
た
め
多
額

の
私
財
を
寄
附
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に

奇
特
な
行
為
で
あ
り
、
人
を
育
て
る
教

育
・
文
化
の
む
ら
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
京
都
在
住
の
為
、
当
日
は
欠
席

さ
れ
ま
し
た
。
※
写
真
は
代
理
者
）

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
高
山
村
長
表
彰
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
次
の
５
名
の
皆
さ
ま
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
増
進
功
労
者

佐
藤
　
和
男 

様

篠
原
　
　
誠 

様

《
ご
功
績
》

　

平
成
10
年
12
月
か
ら
平
成
28
年
11
月

ま
で
６
期
18
年
の
長
き
に
わ
た
り
民

生
・
児
童
委
員
と
し
て
歴
任
さ
れ
、
地

域
住
民
か
ら
の
相
談
や
独
り
暮
ら
し
高

《
ご
功
績
》

　

平
成
13
年
９
月
か
ら
高
山
村
議
会
議

員
を
３
期
12
年
、
こ
の
間
平
成
19
年
10

月
か
ら
議
長
を
２
年
間
、
平
成
21
年
10

月
か
ら
は
議
員
選
出
の
監
査
委
員
を
２

年
間
歴
任
さ
れ
、
さ
ら
に
、
平
成
25
年

10
月
か
ら
は
、
代
表
監
査
委
員
と
し
て

１
期
４
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、
村
政
の
適

正
な
財
務
事
務
の
執
行
並
び
に
事
業
の

管
理
な
ど
監
査
に
あ
た
ら
れ
た
功
績
は

多
大
で
あ
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

齢
者
な
ど
の
見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成
22

年
11
月
ま
で
は
高
山
村
民
生
児
童
委
員

協
議
会
長
と
し
て
協
議
会
の
中
心
的
役

割
を
担
い
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平成 29 年度 高山村長表彰式
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７億

５億

３億

１億

村では、村の予算の執行状況等についてご理解をいただくため、村条例により財政状況を年 2 回公表しています。
今回は、平成 29 年度上半期（4 月 1 日〜 9 月 30 日）の予算執行状況と村債の残高についてお知らせします。

その他の内訳：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

その他の内訳：議会費、労働費、商工費、消防費、予備費、災害復旧費

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 9 億 9871 万円 4 億 3610 万円 43.7％ 4 億 9850 万円 49.9％
診療所特別会計 8128 万円 2445 万円 30.1％ 3159 万円 38.9％
介護保険特別会計 7 億 6553 万円 3 億 5386 万円 46.2％ 3 億 1728 万円 41.4％
後期高齢者医療特別会計 7364 万円 2858 万円 38.8％ 2990 万円 40.6％
温泉開発事業特別会計 5060 万円 3047 万円 60.2％ 713 万円 14.1％
農業集落排水事業特別会計 1 億 465 万円 2268 万円 21.7％ 4021 万円 38.4％
下水道事業特別会計 2 億 3530 万円 5128 万円 21.8％ 1 億 272 万円 43.7％

区　分 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 1 億 3456 万円 6020 万円 44.7%
収益的支出 1 億 3412 万円 3999 万円 29.8%

区分 予算現額 執行額 執行率
資本的収入 1438 万円 0 万円 0.0%
資本的支出 4181 万円 1724 万円 41.2%

一　般　会　計 33 億 8434 万円
診療所特別会計 7041 万円
農業集落排水事業特別会計 3 億 7791 万円
下水道事業特別会計 12 億 3752 万円
上水道事業会計 4 億 7822 万円

◆総務課企画財政係　☎２１４―９２４３

一般会計予算執行状況

特別会計予算執行状況　

上水道事業会計予算執行状況 村債の残高　（平成 29 年 9 月 30 日現在）

支出済額… 16 億 4684 万円
執行率…… 36.2％

歳 入

歳 出

平成 29 年度上半期（4 月〜 9 月）  財政状況の公表

７億

５億

３億

１億

予算額 45 億 4779 万円
〈平成 28 年度 繰越額を含む〉

収入済額… 22 億 9556 万円
収入率…… 50.5％

区 　 分 村　税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 使用料及び手数料 繰越金 村　債 その他
予 算 額 6 億 8990 万円 17 億 3855 万円 6 億 5192 万円 2 億 3243 万円 7532 万円 2 億 883 万円 5 億 3820 万円 4 億 1264 万円
収 入 済 額 3 億 9197 万円 12 億 6621 万円 1 億 8332 万円 5378 万円 4102 万円 2 億 883 万円 0 万円 1 億 5043 万円
収 入 率 56.8% 72.8% 28.1% 23.1% 54.5% 100.0% 0.0% 36.5%

…予算額
…執行額

区 　 分 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 土木費 教育費 公債費 その他
予 算 額 4 億 9172 万円 9 億 4606 万円 4 億 226 万円 4 億 3543 万円 10 億 3020 万円 3 億 2545 万円 4 億 4371 万円 4 億 7296 万円
支 出 済 額 1 億 8536 万円 3 億 7572 万円 1 億 5813 万円 1 億 560 万円 2 億 1787 万円 1 億 5551 万円 2 億 2629 万円 2 億 2236 万円
執 行 率 37.7% 39.7% 39.3% 24.3% 21.1% 47.8% 51.0% 47.0%
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第48回 衆議院議員総選挙
第24回 最高裁判所裁判官国民審査

　衆議院が９月 28 日に解散したことに伴い、第 48 回衆議院議員総選挙及び第 24 回最高裁判所裁判官国
民審査が、10 月 22 日㈰に執行されました。
　今回の選挙における村の投票率は 63.37％で、平成 26 年 12 月に執行された前回の衆議院議員総選挙より、
6.18 ポイント上回りました。
　有権者の年齢を 10 歳ごとに区分した年齢階層別の投票率をみると、10 ～ 20 歳代が約 40％、40 ～ 70
歳代では 60％から 80％弱となっています。
　また、投票日当日に仕事や外出などで都合が悪いため、期日前投票制度を利用して投票された方は、1,332
人（21.89％）でした。

投票結果

開票結果

衆議院小選挙区選出議員　衆議院比例代表選出議員

衆議院小選挙区選出議員 衆議院比例代表選出議員

年齢階層別投票者数・投票率

最高裁判所裁判官　国民審査

　 選挙当日の
有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

（%）
前回

投票率（%）
男 2,968 1,927 1,041 64.93 58.50
女 3,117 1,929 1,188 61.89 55.94
計 6,085 3,856 2,229 63.37 57.19

　 選挙当日の
有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

（%）
前回

投票率（%）
男 2,967 1,901 1,066 64.07 57.24
女 3,112 1,916 1,196 61.57 54.39
計 6,079 3,817 2,262 62.79 55.79

候補者の氏名 党　派 得票数 有効
投票数

無効
投票数

小松　ゆたか 自由民主党 1,576

3,786 70
しのはら　孝 1,846

橋本　まさゆき 日本維新の会 319

こまむら　幸成 45

政党等の
名称 得票数 有効

投票数
無効
投票数

公明党 309

3,755 101

日本維新の会 180
幸福実現党 27
社会民主党 108
自由民主党 1,374
希望の党 553

日本共産党 452
立憲民主党 752

年齢 選挙当日の有権者数 投票者数 投票率（%） 投票者数のうち
期日前投票者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
10代 63 70 133 28 28 56 44.44 40.00 42.11 11 11 22
20代 293 294 587 110 128 238 37.54 43.54 40.55 34 58 92
30代 327 290 617 161 163 324 49.24 56.21 52.51 48 50 98
40代 472 433 905 282 282 564 59.75 65.13 62.32 81 84 165
50代 454 474 928 328 344 672 72.25 72.57 72.41 99 134 233
60代 649 593 1,242 519 472 991 79.97 79.60 79.79 173 179 352
70代 441 459 900 347 323 670 78.68 70.37 74.44 120 127 247
80代以上 269 504 773 152 189 341 56.51 37.50 44.11 37 86 123
計 2,968 3,117 6,085 1,927 1,929 3,856 64.93 61.89 63.37 603 729 1,332

◆選挙管理委員会　☎２１４―９２４３

選挙結果
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高山中学校吹奏楽部の楽器を更新しました
渋谷文雄様（中原出身・東京都在住）のご厚意により

　

高
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
平
成
４

年
と
平
成
８
年
に
故
太
田
三
郎
様
か
ら

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
楽
器
を
使

用
し
毎
日
練
習
を
重
ね
、
県
大
会
（
コ

ン
ク
ー
ル
）
で
は
金
賞
に
輝
く
な
ど
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
ま
す
が
、
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
楽
器
は
、
四

半
世
紀
に
わ
た
る
長
年
の
使
用
の
中
で

発
生
す
る
不
具
合
を
調
整
し
な
が
ら
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
部
の
楽
器
に
つ
き
ま
し

て
は
修
理
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
て
き

て
お
り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
村
の
中
原
ご

出
身
で
東
京
都
在
住
の
渋
谷
文
雄
様

（
２
ペ
ー
ジ
掲
載
の
村
長
表
彰
参
照
）

か
ら
、
吹
奏
楽
器
の
購
入
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
か
ら
、
太
田
様
か
ら
ご
寄

附
を
い
た
だ
い
た
楽
器
を
補
完
す
る
た

め
、
コ
ン
サ
ー
ト
シ
ロ
フ
ォ
ン
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
な
ど
11
種
類
の
楽
器
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

ご
寄
附
に
よ
り
購
入
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
楽
器
を
中
学
校
の
備
品
と
し
て
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
山
村
役
場
庁
舎
前
駐
車
場

　

舗
装
工
事
が

完
成
し
ま
し
た

◆
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

☎
２
１
４
︱
９
７
６
１

　

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た

役
場
庁
舎
前
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

本
年
度
実
施
し
た
駐
車
場
舗
装
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
工
事
期
間
中
大

変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
役
場

前
交
差
点
改
良
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
ま

し
て
、
役
場
案
内
看
板
及
び
屋
外
時
計
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３



2017.11.15 広報 ６

ウィンタース
ポーツの

シーズン到来
!!

今年も天然のパウダースノーを満喫できる YAMABOKU ワイルドスノーパークとトロイカで
スキーやそりなどご家族で楽しめる山田温泉キッズスノーパークがオープンします。
これからのウィンターシーズンを、地元のゲレンデでお楽しみください。

ＹＡＭＡＢＯＫＵワイルドスノーパーク（山田牧場スキー場）12 月 23 日 ㈯  オープン

山田温泉キッズスノーパーク（山田温泉スキー場）　　　　　 12 月 29 日 ㈮  オープン

※シニア（60 歳以上の方）は割引特典があります。

※天候、積雪等の状況により、変更となる場合があります。

ＹＡＭＡＢＯＫＵワイルドスノーパーク

山田温泉キッズスノーパーク

◆南志賀開発㈱インフォメーションセンター　☎２４２―２５０５
◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２　　　◆産業振興課商工観光係　☎２１４―９２９６

YAMABOKU ワイルドスノーパークと山田温泉キッズス
ノーパークを結ぶ全長 13km、標高差 800m のロングツ
アーコースを滑走できます。
12 月 30日㈯ オープン（予定）
冬期シャトルバスも 12月 30日㈯ から運行予定

タコチガイドツアー

営業時間
平　　　　日 ９時 ～ 16 時 30 分

土・日・祝日 ８時 30 分 ～ 16 時 30 分

利用料金

一日券
リフト１日券 大人 ３，６００円　小人 ２，６００円

リフト半日券 大人 ２，６００円　小人 １，５００円

回数券
１回券 大人 　  ４００円　小人 　 ３００円

10 回券 大人 ４，０００円　小人 ３，０００円

営業時間
年末年始（12/29 ～ 1/3）・

1/6 ～ 3/4 の土・日・祝日 ９時 30 分 ～ 16 時

上記以外の平日 休業

利用料金
トロイカ１日券 大人 　１，５００円

小人 　１，０００円

トロイカ１回券 大人 　　  １５０円
小人 　　  １００円

村内スキー場をご利用ください !!
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平
成
30
年
度

た
か
や
ま
保
育
園
の
入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

◆
受
付
期
間

　
　

11
月
20
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮

◆
支
給
認
定
申
請

　

保
育
の
必
要
性
の
有
無
、
保
育
の
必
要

量
（
就
労
時
間
）
の
「
支
給
認
定
」
の
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
入
園
条
件

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
就
労
や
妊
娠
・
出

産
、
疾
病
・
障
が
い
が
あ
る
、
家
族
の
介
護
・

看
護
が
必
要
な
ど
に
該
当
す
る
場
合

◆
保
育
園
の
定
員

　
　

３
歳
未
満
児
（
６
カ
月
～
）……
…
…
18
人

　
　

３
歳
以
上
児
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40
人

◆
保
育
料

　

児
童
の
年
齢
や
、
保
護
者
の
所
得
に
応

じ
て
決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
み
方
法

　

た
か
や
ま
保
育
園
・
教
育
委
員
会
事
務

局
に
備
え
つ
け
の
、
次
の
書
類
を
受
付
期

間
内
に
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
支
給
認
定
申
請
書
、
入
所
申
込
書

②
保
育
の
利
用
を
必
要
と
す
る
証
明
書

③
口
座
振
替
依
頼
書
（
既
に
口
座
振
替
契

約
さ
れ
て
い
る
場
合
は
不
要
）

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
役
所･

町

村
役
場
で
保
護
者
の
平
成
29
年
度
（
平

成
28
年
分
）
の
「
所
得･

課
税･

扶
養

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
支
給
認
定
申
請
及
び
保
育
園
等
の
利
用
申

込
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
利
用
定
員
を
超
え
た
場
合

　

保
育
園
の
入
園
申
込
み
が
利
用
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
村
が
「
利
用
調
整
」
を

行
い
ま
す
。

　
「
利
用
調
整
」
の
結
果
、
入
園
を
希
望
す

る
園
を
変
更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
入
園
の
決
定
は
、
先
着
順

で
は
な
く
、
保
育
を
必
要
と
す
る
度
合
い

の
よ
り
高
い
児
童
を
優
先
し
ま
す
。

◆
現
在
、
在
園
し
て
い
る
園
児
で
、
来
年
度
も

引
き
続
き
利
用
し
た
い
方
（
継
続
手
続
き
）

　

11
月
下
旬
に
各
園
で
配
布
す
る
現
況
届

に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
在
園
し
て
い
る

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
園
の
見
学
が
で
き
ま
す

　

た
か
や
ま
保
育
園
で
は
、
園
の
開
放
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育
内
容
や
利
用
時

間
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
村
外
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園

へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

村
外
の
保
育
園
へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

村
外
の
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
へ
の

入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接
園
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

☎
２
１
４
︱
９
７
６
１

平
成
30
年
度
に
新
規
で
た
か
や
ま
保
育
園
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入
園
申
込
み
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

◆受付期間　
　　11 月 20 日㈪～ 12 月 15 日㈮
◆入所できる児童の要件
　　学年要件
　　　◦高山村児童クラブ……小学１年生～３年生
　　　◦学童保育聖徳園………小学１年生～６年生
　　住所要件等

　高山村に住所を有し、保護者等が労働等によ
り昼間家庭にいない児童。

◆定　員
　　高山村児童クラブ……70 名
　　学童保育聖徳園………70 名

※定員を超えた場合は、調整を行いますので、ご
了承ください。

◆利用料
　　月額５，０００円
◆利用時間
　　平日…小学校下校時刻～午後７時
　　土曜・学校長期休業日…午前８時～午後７時
◆休業日　
　　日曜・祝日
　　８月 14 日～ 16 日
　　12 月 29 日～１月３日
◆申込方法　

　両児童クラブ及び教育委員会事務局に備えてあ
ります入所申込書に必要事項をご記入のうえ提出
してください。

平成 30 年度の高山村児童クラブ及び村が委託する学童保育聖徳園の入所申込みを次のとおり受け付けます。

　学校の長期休業（夏休み等）のみ入所を希望する場合は、学童保育聖徳園での受入れとなり、利用料について
は１カ月分（５，０００円）となりますので、予めご了承ください。
◆教育委員会子育て学校教育係　☎２１４―９７６１

平成 30年度
高山村児童クラブ・学童保育聖徳園

入所申込みを受け付けます
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第 19 回

　中学生議会開催
10 月30日㈪

10 月 30 日㈪、高山中学校体育館におい
て第 19 回中学生議会が開催されました。
この中学生議会は、中学生の立場から村
へ政策の提案等を行うことにより、村政へ
の関心と理解を深め、自分たちが地域住民、
村民の一人であることの自覚を高めること
などを目的として行われており、当日は村
長をはじめ、理事者、各課長等が出席し開
催されました。

１　

ワ
イ
ン
産
業
に
対
す
る

　
　

  

村
の
支
援
・
援
助
体
制
等
に

つ
い
て

（
１
学
年
）

　

現
在
、
村
と
し
て
ワ
イ
ン
産
業

を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
、
自
分
た

ち
の
多
く
が
ワ
イ
ン
関
連
産
業

に
就
職
し
、
村
で
生
活
で
き
る

よ
う
な
産
業
と
な
る
よ
う
支
援
・

援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

２　

役
場
駐
車
場
へ
の

時
計
の
設
置
に
つ
い
て

（
２
学
年
）

　

登
下
校
中
に
正
確
な
時
間
が

わ
か
る
よ
う
、
役
場
駐
車
場
に

時
計
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

３　

普
通
教
室
棟
へ
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

（
３
学
年
）

　

教
室
内
の
温
度
が
高
く
な
る

時
が
あ
り
、
扇
風
機
だ
け
で
は

学
習
に
集
中
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
教
室
棟

へ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
お
願
い

し
た
い
。

４　

村
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

（
２
・
３
学
年
）

　

村
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
、

現
在
の
利
用
状
況
と
今
後
の
運

行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

を
変
更
す
る
際
に
は
、
村
民
の

意
見
を
聞
い
て
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ご
協
力
の
お
願
い

役
場
庁
舎
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
受
付
に
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
回
収
箱
を
設
置
し
ま
し
た

　

本
年
４
月
か
ら
（
公
財
）
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
で
は
、
環
境
省
な
ど
と
主
催

し
、「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
携

帯
電
話
な
ど
の
使
用
済
み
小
型

家
電
か
ら
抽
出
さ
れ
る
金
属
を

用
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
大

会
の
入
賞
メ
ダ
ル
を
制
作
す
る

取
組
み
で
、
我
が
国
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
組
み
を
国
際
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
２
０
大
会
以
降
も

循
環
型
社
会
に
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
が
定
着
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
村
で
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

回
収
箱
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
不
要
に
な
っ
た
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７

提
案
事
項
と
そ
の
概
要

５　

桜
の
保
全
や
産
業
振
興
等
に

つ
い
て

（
３
学
年
）

①
村
の
五
大
桜
等
は
、
京
都
円

山
公
園
の
よ
う
に
、
法
律
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
か
。

②
桜
の
樹
勢
保
護
・
回
復
に
向

け
て
現
在
行
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
る
か
。

③
村
へ
の
移
住
希
望
者
に
対
す

る
環
境
整
備
等
、
産
業
振
興

の
た
め
の
具
体
的
政
策
及
び

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　　

高
山
中
学
校
で
は
、
中
学
生
議

会
を
学
校
の
重
点
目
標
で
あ
る
生

徒
の
表
現
力
・
発
表
力
の
向
上
や

故
郷
「
高
山
村
」
を
大
事
に
す
る

心
を
育
て
る
た
め
の
場
と
位
置
づ

け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ

た
中
学
生
議
会
に
お
い
て
も
数
々

の
提
案
や
質
問
が
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
あ
い
さ
つ
の
日
の
制

定
、
村
内
ゴ
ミ
袋
の
改
訂
、
村
道
沿

線
へ
の
桜
の
植
樹
、
歩
道
ブ
ロ
ッ
ク

へ
の
反
射
板
の
設
置
、
小
中
学
校
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
な
ど
多

く
の
提
言
が
村
の
施
策
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
実
現
し
て
お
り
、
中
学
生
議

会
は
地
方
自
治
を
学
ぶ
大
切
な
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
高
山
中
学
校

　

☎
２
４
５
︱
０
９
４
８

◆
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

☎
２
１
４
︱
９
７
６
１

回
収
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間

　

11
月
１
日
〜
平
成
31
年
春
ま
で

場　

所　

　

◦
役
場
庁
舎
１
階
受
付

　

◦
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

回
収
対
象

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
本
体
の
み
）

※
本
体
に
登
録
さ
れ
て
い

る
個
人
情
報
は
、
削
除
の

う
え
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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今
年
の
春
に
実
施
し
た
薪
ス

ト
ー
ブ
利
用
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
か
つ

基
本
的
な
扱
い
方
に
関
す
る
講

習
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
、
村
で
は
次
の
と
お

り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
方
に

関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
の

仕
方
を
は
じ
め
、
枝
払
い
や
玉

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

　
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

切
り
等
の
作
業
を
行
い
な
が
ら
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
か
つ
基

本
的
な
扱
い
方
を
習
得
で
き
る

内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
者
の
方
、

こ
れ
か
ら
購
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
、
林
業
に
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
大
勢
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時

　

12
月
２
日
㈯

　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

開
催
場
所

　

村
内
松
く
い
虫
被
害
防
除

業
務
の
現
場
（
高
山
大
橋
北
）

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
11
月
24
日
㈮
ま
で

に
持
参
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
等

に
よ
り
産
業
振
興
課
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
（
申
込
用
紙

は
産
業
振
興
課
窓
口
ま
た
は

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
）。

持
ち
物

◦
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

◦
チ
ェ
ー
ン
オ
イ
ル

◦
ヤ
ス
リ

◦
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
護
ズ
ボ
ン

◦
ト
ビ
（
お
持
ち
の
方
）

◦
軽
ト
ラ
ッ
ク

（
団
体
有
林
の
方
に
限
る
）

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

開催場所

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
方
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

村
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ（
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
も
含
む
）
を
新

た
に
設
置
す
る
家
庭
ま
た
は

事
業
所
に
補
助
金
を
支
給
し
、

地
球
に
優
し
い
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
の
利
用
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
広
報
た
か
や

ま
５
月
号
で
補
助
制
度
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

未
だ
定
員
に
達
し
て
い
な
い

た
め
、再
度
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ス
ト
ー
ブ
っ
て
何
？
」
と
い

う
方
に
向
け
て
薪
ス
ト
ー
ブ

や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
関

す
る
内
容
を
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

補
助
対
象

薪
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
本
体
の
購
入
費

（
事
前
申
請
と
し
ま
す
）

補
助
台
数

◦
薪
ス
ト
ー
ブ 

…
… 

４
台

◦
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
ま

た
は
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

…
１
台

※
な
お
、
申
請
は
先
着
順
に

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

補
助
額

本
体
価
格
の
２
分
の
１
以

内
（
限
度
額
10
万
円
）

申
込
期
限

　

平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

◆
産
業
振
興
課

　
　

林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６
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Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

　

雪
と
光
の
祭
典
を
開
催
し
ま
す

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

　

雪
と
光
の
祭
典
を
開
催
し
ま
す

年末の交通安全運動が
実施されます

12月は、
年末特別警戒期間です

　人の往来が多くなる年末を迎え、交通事故の多発が懸念
されます。そこで、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践のため、12 月１日から 31 日まで、年末の交通安全
運動が実施されます。

◎運動の重点
◦通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
◦夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
◦後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
◦飲酒運転の根絶

　運動期間中は村内各所において、交通安全協会役員が街
頭指導を行うなど、啓発活動を実施します。
　また、年末は何かと飲酒の機会が増えますが、車を運転
する時は絶対に飲酒しないでください。
　今後とも交通安全についてご理解とご協力をお願いしま
す。

◆村民生活課生活環境係
◆高山村交通安全協会　　

☎２１４―９２６７

　年末を迎えるこの時期は、ひったくりや車上
狙い、空き巣などの金品を狙った犯罪や振り込
め詐欺の多発等が予想されます。
　このような被害を未然に防止するため、村防
犯協会では、12 月１日から 31 日までの期間中、
地区ごとに支部長、防犯指導員及び消防団の方々
が防犯診断として各家庭を巡回します。
　年末は、人の往来が増すことなどから、犯罪
被害に遭わないよう心掛けるとともに、次の点
に注意しましょう。

犯罪や振り込め詐欺防止の注意点
○多額の現金は安易に持ち歩かない。
○車内に現金や貴重品を絶対に置かない。
○家の戸締りを徹底し、貴重品や現金をわか

りやすい場所に保管しない。
○電話などでお金を要求されたらまず本人に事

実確認をし、自分だけの判断で振り込まない。

◆村民生活課生活環境係
◆高山村防犯協会　　　　

☎２１４―９２６７

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
で
は
、
芝
生
広
場
を

会
場
に
し
た
冬
期
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
・
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
１

月
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
は
広
報
た
か
や
ま
12

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

期　

間

　

12
月
17
日
㈰
～
12
月
24
日
㈰

　
　

午
後
５
時
～
９
時

点
灯
式

　

12
月
17
日
㈰　

午
後
４
時
50
分

創
作
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

12
月
24
日
㈰　

午
後
７
時

　

創
作
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

巨
大
な
メ
イ
ン
タ
ワ
ー
、
ト
ン
ネ
ル

ア
ー
チ
、
し
だ
れ
桜
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
点
灯
し
ま
す
。

雪
上
一
茶
俳
句
か
る
た
大
会

期　

日　

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯

開　

会　

午
前
９
時　

表
彰 

11
時

　

小
林
一
茶
の
好
き
な
俳
句
の
絵
札
を

自
作
し
て
、
か
る
た
大
会
に
使
用
し
ま

す
。

ソ
リ
滑
走
距
離
大
会

　
　
（
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
）

期　

日　

平
成
30
年
１
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

雪
像
づ
く
り
＆
み
か
ん
探
し

期　

日　

平
成
30
年
２
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具

◆
雪
と
光
の
祭
典
実
行
委
員
会

　
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
）

　

☎
２
４
２
―
２
２
１
０
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10 月の高山分署の出動状況  （平成 29 年 10 月１日～ 10 月 31 日）

火　　災 0     （7）
高山村内の火災　0 件（3）
損害額　0 円（392 千円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）

調　　査 2   （16）

救　　急 40 （312）

救　　助 0     （0）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）　☎ 245-1119
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ　  ☎ 248-0119

※（　）内は、平成 29 年 1 月 1 日からの累計です。

消防情報

＜暖房器具による火災に気をつけましょう！＞
　寒い季節を迎え、ご家庭や職場で暖房器具を使用される
機会が多くなってきました。
　暖房器具に関連する火災の出火原因は、電気ストーブが
最も多く、以下石油ストーブ、ハロゲンヒーター、ガスス
トーブの順となっています。
　そのほとんどが、誤った取扱いや管理上の不注意による
ものです。
例１：電気ストーブの上に干していた洗濯物等の可燃物が

落下した。
例２：電気ストーブのスイッチを入れたまま就寝し、寝返

り等の際に布団が接触した。
例３：石油ストーブの使用中に給油した。
　暖房器具からの火災を防ぐためには、取扱説明書等をよ
く読み、器具の正しい取扱いや管理をすることが大切です。

　 学 校 だ よ り 高 山 中 学 校243

　９月 29 日㈮ 30 日㈯の
２日間にわたり第 52 回紅
葉祭が開催されました。
　「放て !! ～未来へ繋ぐ７
色の光～」を紅葉祭テーマ
として掲げ、4 月より生徒
会中心に計画的に準備を
進めてきたものです。これ
までの学習の発表の場とし
て、各学年の総合的な学習の時間のステージ発表や全校運
動、教科展示や青春企画、音楽会を行いました。
　特に音楽会では、これまで各学級､ 学年で歌い込んでき
た合唱を､ 思いを込めて歌い発表しました。３年生の歌声
は最高学年だけあり、すばらしいハーモニーでした。
　２日間ともに多くの方々にご来校いただき、高山中学校
を見ていただきました。ありがとうございました。今後と
も精一杯活動に取り組んでいきます。

第 52 回 紅葉祭
ご来校ありがとうございました

　村では、長野県が認定した難病患者等で治療を続けら
れている方、またはその保護者の方に次のとおり見舞金
を支給します。
対象者

村の住民基本台帳に１年以上登録されている方で、長
野県が発行する「特定疾病医療受給者証」の交付を受
けている方、またはその保護者

支給額
　年額１万円
申請方法

12 月１日㈮までに、次のものを持参のうえ、申請書を
保健福祉総合センター内村民生活課保健予防係まで提
出してください。
◦長野県発行の「特定疾病医療受給者証」
◦認印及び見舞金振込先の通帳

　なお、既に認定されている方で、病気が治るなど、昨
年と状況が変わった場合には届出が必要になります。

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２

福祉のひろば

難病と診断され治療を続けている方へ

　難病患者等見舞金を支給します

音楽会全校合唱「大地讃頌」　生徒と保護者が一緒になって

３学年総合発表。京都円山公園の
桜を管理されている京都市役所の
濱田さんをゲストにお迎えして

胃がん・大腸がん検診を
実施します

　村では、11 月 30 日㈭から、保健福祉総合センター内健康
管理センターにおいて、胃がん・大腸がん検診を実施します。
　がんは、昭和 56 年からわが国の死因第１位であり、今後
も人口の高齢化に伴い死亡者数の増加が見込まれています。
　村においても、死因の第１位はがんで、現在では死因の約
３割を占めるまでになっています。
　特に、胃がん・大腸がんは日本人に多くみられるがんであ
り、村でも他のがんに比べ、罹患する方が多いがんになって
います。
　自分のため、家族のために、ぜひ定期的にがん検診を受診
し、早期発見に努めましょう。

日　程　11 月 30 日㈭・12 月１日㈮・４日㈪～８日㈮
時　間　午前７時～
場　所　保健福祉総合センター内 健康管理センター
※すでに胃・大腸がん検診をお申込みいただいている方には、

11 月上旬に詳細をお知らせしましたが、申込みをしてい
ない方で受診を希望される場合は、保健予防係までご連絡
ください。

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２
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10
月
７
日
㈯
～
10
日
㈫
、
産
学
官
連
携

事
業
に
よ
り
女
子
美
術
大
学
の
学
生
が
来

村
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
村
は
「
ワ
イ
ン
を
布
で
包

む
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
台
湾
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
番
組
撮
影
等
が
目
的
で
す
。

　
「
ワ
イ
ン
を
布
で
包
む
」
は
女
子
美
術

大
学
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
専
攻
の
学
生
が

「
布
」
を
使
用
し
、

高
山
村
の
特
産
品

で
あ
る
ワ
イ
ン
を

お
客
さ
ま
が
購
入

し
た
際
に
、
包
装

す
る
企
画
を
提
案

す
る
も
の
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
高

山
村
の
桜
や
温
泉

等
の
素
材
を
活
か

し
、
思
い
思
い
の

作
品
を
提
案
し
ま

し
た
。 女

子
美
術
大
学
生
・

　

国
立
台
湾
芸
術
大
学
生
が

来
村
し
ま
し
た

秋
の
お
ご
っ
そ
に
乾
杯
！

障
が
い
者
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

台
湾
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
番
組
の
撮
影
で

は
、
日
本
の
女
子
美
術
大
学
と
提
携
し
て

い
る
台
湾
の
国
立
台
湾
芸
術
大
学
の
教
員

及
び
学
生
４
名
が
来
村
し
ま
し
た
。

　

高
山
村
と
女
子
美
術
大
学
の
「
ア
ー
ト

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
新
た
な
事
業
連

携
と
し
て
、
国
立
台
湾
芸
術
大
学
と
の
交

流
を
現
地
イ
ベ
ン
ト
と
番
組
制
作
に
よ
り

Ｐ
Ｒ
し
、
台
湾
か
ら
の
更
な
る
誘
客
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

国
立
台
湾
芸
術
大
学
の
学
生
は
村
内
ワ

イ
ン
ブ
ド
ウ
園
地
で
収
穫
体
験
や
、
そ
の

ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
踏
み
体

験
を
行
い
、
高
山
村
の
魅
力
を
体
感
し
ま

し
た
。

　

今
回
制
作
さ
れ
た
番
組
は
、
台
湾
の
テ

レ
ビ
局
や
全
国
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
で

放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

10
月
15
日
㈰

午
後
３
時
か
ら

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン

ド
に
お
い
て「
秋

の
お
ご
っ
そ
に

乾
杯
！
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
高
山
村

の
食
材
と
ワ
イ

ン
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
そ
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
当
日
は
お
よ
そ
400
名
の
来
場
者
が

ワ
イ
ン
や
料
理
を
楽
し
み
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
ブ
ー
ス
で
は
、
村
産
の
ワ
イ
ン

ブ
ド
ウ
を
使
用
し
た
22
種
類
の
ワ
イ
ン
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
材
は
、
村
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
中
澤
美
智
雄
シ
ェ
フ
が
調
理
を
担
当
し
、

村
産
食
材
や
、
信
州
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

お
ご
っ
そ
に
乾

杯
実
行
委
員
会
で

は
今
後
も
皆
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
親
睦
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
10
月
27
日
㈮
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
芝

生
広
場
に
お
い
て
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
の
秋
空
の
下
、
13
名
の

方
が
参
加
し
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
力
加
減
に

苦
し
み
な
が
ら
も
、
大
き
な
声
で
笑
っ
た

り
、
同
じ
チ
ー
ム
の
参
加
者
と
喜
び
あ
っ

た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
性
の
部

　

１
位　

福
本　
　

健 

さ
ん

女
性
の
部

　

１
位　

毛
利　

洋
子 

さ
ん
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県
内
外
か
ら
参
加

　

一
茶
ゆ
か
り
の
里
俳
句
大
会

第
16
回
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

10
月
15
日
㈰
、

林
道
湯
沢
線
を

コ
ー
ス
と
し
た
紅

葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
33
名
の

方
が
参
加
さ
れ
、

雨
天
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
閻
魔
橋

か
ら
見
事
な
紅
葉

を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
途
中
で
温
か
い

き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
参
加
者

の
身
も
心
も
温
ま
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
21
日
㈯
に
は
、
信
州
高
山

村
古
道
復
活
み
ち
お
し
え
の
会
に
よ
る
七

味
温
泉
か
ら
金
山
平
ま
で
の
古
道
コ
ー
ス

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
27
名
の
皆
さ
ん
は
色
鮮
や

か
な
紅
葉
の
中
、
普
段
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
古
道
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

10
月
15
日
㈰
、
一
茶
ゆ
か
り
の
里
「
一

茶
館
」
に
お
い
て
第
21
回
一
茶
ゆ
か
り
の

里
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
、

小
説
家
ね
じ
め
正
一
さ
ん
の
講
演
が
行
わ

れ
、
信
濃
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
小
説

「
む
ー
さ
ん
の
背
中
」
を
改
題
し
発
刊
さ

れ
た
「
む
ー
さ
ん
の
自
転
車
」
の
中
に
小

林
一
茶
の
俳
句
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
俳
句
大
会
の
表
彰
式

で
は
、
事
前
に
応
募
の
あ
っ
た
500
句
の
投

句
（
兼
題
）
の
う
ち
「
一
茶
ゆ
か
り
の
里

大
賞
」
や
「
長
野
県
教
育
委
員
会
賞
」、「
長

野
県
俳
人
協
会
賞
」
な
ど
17
の
賞
に
輝
い

た
句
が
披
露
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
36
人
の

俳
句
愛
好
家
が
与
え
ら
れ
た
お
題（
席
題
）

に
よ
っ
て
読
ん
だ
句
か
ら
も
特
選
や
入
選

し
た
句
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
歩
道
等
の

除
雪
作
業
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
歩
行

型
除
雪
機
を
３
台
導
入
し
、
三
郷
・
な
か

ひ
ら
・
山
田
牧
場
の
各
区
に
貸
与
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
協
働
に
よ
る
除
雪
作
業
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
除
雪
機
は
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
広
報
普
及
事
業
の
助

成
金
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
購
入
し
た
も

の
で
す
。

　

冬
期
間
の
安
全
安
心
な
道
路
等
の
維
持

を
図
る
た
め
、
除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
は

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
・・・「
歯
磨
き
し
た
ら
、

歯
が
ま
っ
白
に
な
っ
た
！
」

　

10
月
17
日
㈫
か
ら
、
高
山
小
学
校
で
は
、

「
歯
の
健
康
と
食
育
の
教
室
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
歯
科
衛
生
士

か
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
受
け
、
歯

の
裏
側
や
生
え
始
め
の
歯
の
磨
き
方
な
ど

を
教
え
て
も
ら
い
、
染
め
出
し
液
で
真
っ

赤
に
染
ま
っ
た
歯
を
丁
寧
に
磨
い
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
栄
養
士
か
ら
は
、
早
寝
早
起
き

を
し
て
、
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
で
授
業
に
集
中
で
き
、
丈
夫
な
体
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

歩
行
型
除
雪
機
を

導
入
し
ま
し
た

歯
の
健
康
と

食
育
の
教
室
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

高
山
小
学
校
か
ら

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

第
45
回

 

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
を

開
催
し
ま
す

２
０
１
８
年

 

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す

11
月
は

 
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

平
成
29
年
度

　
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

問

　

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権

侵
害
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
人
権
の
尊
さ
を
考
え
る
た
め
、
第

45
回
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

集
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
開
会

行
事
の
後
、
集
会
行
事
と
し
て
「
意
見
発

表
」「
講
演
会
」
を
開
催
し
、「
集
会
宣
言
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

人
権
感
覚
を
養
う
う
え
で
、
大
変
良
い

機
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
２
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
～

場　

所　

公
民
館
３
階　

講
堂

　

教
育
委
員
会
人
権
推
進
係

　

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
頃

場　

所　

公
民
館
３
階　

講
堂

参
加
料　

１
人　

千
円

申
込
方
法

12
月
18
日
㈪
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

役
場
総
務
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
総
務
係

児
童
虐
待
と
は
…

身
体
的
虐
待
（
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
な

ど
）、
性
的
虐
待
（
子
ど
も
へ
の
性
的

行
為
な
ど
）、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な

　

連
絡
は
匿
名
で
も
可
能
で
す
。

　

連
絡
者
・
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　

村
民
生
活
課
福
祉
係　

　

村
で
は
、
本
年
度
中
に
20
歳
に
な
ら
れ

た
方
及
び
な
ら
れ
る
方
の
前
途
を
祝
し
、

次
の
と
お
り
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
受
付

場　

所　

公
民
館

　
　
　
　
（
受
付　

役
場
村
民
ホ
ー
ル
）

該
当
者

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

平
成
24
年
度
高
山
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方

内　

容　

午
前
10
時　

記
念
撮
影

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分　

式
典

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

高
山
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
応
援
団
・
サ
ポ
ー

タ
ー
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●お知らせ

役

役

役

役 　
「
語
ら
う
・
遊
ぶ
・
授
業
の
支
援
・
登

下
校
の
見
守
り
・
交
通
安
全
指
導
な
ど
」

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
や
時
間
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ご
希
望
を
お
聞
き
し
な

が
ら
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
山

小
学
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
山
小
学
校

　

☎
２
４
５
︱
０
５
９
４

　

教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

ど
）、心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
な
ど
）
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
に

不
自
然
な
傷
や
打
撲
が
あ
る

衣
服
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

な
ど

　

保
護
者
に

子
ど
も
の
け
が
に
不
自
然
な
説
明
を

す
る

地
域
で
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る

な
ど

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル　

１
８
９

チャ
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
よ
り

 「
収
入
保
険
制
度
」
に
関
す
る

相
談
窓
口
に
つ
い
て

「
里
親（
家
庭
養
護
）推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
こ
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
～
」が

開
催
さ
れ
ま
す

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら

 

伝
送
路
光
ケ
ー
ブ
ル
化
工
事
を

行
い
ま
す

年
金
事
務
所
で
年
金
の

予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

問

問問

問　

長
野
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た

「
収
入
保
険
制
度
」
の
引
き
受
け
を
、
平

成
30
年
10
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
制
度
は
、
自
然
災
害
等
に

よ
る
収
穫
量
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
現
行

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
と
は
異
な
り
、
農
家

が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
（
米
・
果
樹
・

花
卉
・
野
菜
・
き
の
こ
な
ど
）
の
販
売
収

入
全
体
を
対
象
に
補
償
す
る
も
の
で
、
農

産
物
の
価
格
低
下
も
含
め
た
収
入
減
少
を

補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
す
。

《
収
入
保
険
制
度
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
窓
口
を
設
置
し
ま
す
》

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
で
は
、
こ
の
制
度
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
、
加
入
方
法
な
ど
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
北
信
地
域
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
庭
の
温
か
い
愛
情
が
何

よ
り
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
様
々
な
事

情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
自
ら
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
の
中
で
育

て
て
く
だ
さ
る
方
を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
里
親
制
度
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
規
の

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
情
報
化

社
会
へ
の
対
応
と
、
加
入
者
の
皆
さ
ま

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
配
線
か
ら
、大
容
量
の「
光
ケ
ー

ブ
ル
」
配
線
に
全
面
的
に
変
更
す
る
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

ご
予
約
い
た
だ
く
と
・
・
・

①
お
客
様
の
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

②
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
事
前

に
準
備
の
う
え
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

予
約
申
込

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

※
ご
連
絡
の
際
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

　

長
野
北
年
金
事
務
所

　

☎
２
４
４
―
４
１
０
０

　

村
で
は
、
清
ら
か
な
水
の
再
生
と
心
豊

か
な
住
環
境
を
目
指
し
て
、
下
水
道
整
備

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
に
居
住

す
る
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
下
水
道
を
活
用

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
生
活
環
境
の

向
上
や
河
川
等
の
水
質
保
全
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地

域
で
未
だ
に
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
な

い
お
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
に
接
続

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
率

向
上
と
接
続
す
る
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
排
水
設
備
等
改
造
資

金
融
資
の
あ
っ
せ
ん
及
び
保
証
料
相
当
額

を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

●お知らせ

役

《「
収
入
保
険
制
度
」
に
伴
う

　

 

青
色
申
告
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
》

　

青
色
申
告
者
・
白
色
申
告
者
に
関
わ
ら

ず
、
収
入
保
険
制
度
に
加
入
意
向
の
あ
る

方
を
対
象
に
し
た
「
青
色
申
告
」
に
関
す

る
相
談
の
予
約
窓
口
を
次
の
日
程
で
開
設

し
ま
す
。

　

専
門
的
な
相
談
に
は
、
後
日
税
務
署
の

職
員
の
方
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
制
度
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
期
間

内
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
期
間

　

11
月
30
日
㈭
～
12
月
２
日
㈯

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
相
談
日
時
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
）

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合
北
信
地
域
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
１
９
︱
２
８
９
３

　

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
工
事
用
車

両
が
道
路
に
駐
停
車
し
ま
す
の
で
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　

11
月
～
平
成
30
年
２
月

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

　

☎
２
４
６
―
１
２
２
２

養
育
里
親
の
開
拓
を
目
的
に
、
次
の
と
お

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
里
親
制
度
の
説
明
、
映

像
視
聴
等
）
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

須
坂
市
防
災
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
須
坂
市
大
字
小
山
１
２
７
９
‐
２
）

申
込
方
法

　

11
月
24
日
㈮
ま
で
に
長
野
県
児
童
相

談
所
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
児
童
相
談
所
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
８
︱
８
０
３
０
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晴天下　勢ぞろい

内顔は

よろこんでいます

ジャンケン
ポン

子どもの勝
ち！

終了と言われてもやめられ
ない

止まらない

練習の成果で一発関門通過！

初の消防団競技
いつもごくろう様です。そしてありがとう

ここで負けるなー
そいやーそいやー

　朝方の厚い雲も、体育祭が開会される頃にはすっかり晴れ、好天の下、村民体育祭が行われました。
プログラムが進行するにつれ、気温が上昇し、応援もヒートアップし、接戦がくり広げられました。
　区長さんを中心に各区各チームの役員さん、お疲れ様でした。

１
位  

56
点	
牧　
福

２
位  

53
点	
宮　
関

３
位  

50
点	

赤　
和

４
位  

50
点	

中　
原

５
位  

46
点	

荒
井
原

６
位  

42
点	

黒　
部

大
会
長
賞	

久　
保

第26回 村民体育祭

大
会
結
果

10月8日（日）
優 勝

牧福チーム

大事な品。慎重に、急いで

息の合った応援合戦！練習した回数は 35 回！

11月号
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72
須
加
尾　

彩
菜
（
２
年
）

小
内　

颯
大
（
３
年
）

紅
葉
が
過
ぎ
た

ら
あ
っ
と
い
う

間
に
寒
く
な
っ

て
き
た
な

そ
ろ
そ
ろ

冬
用
の
コ
ー

ト
と
か
出
さ

な
い
と
な

や
だ
っ
っ

お
か
あ
さ
ん

大
事
な
事
を

忘
れ
て
た

ワ
! !

そ
う
ね
ぇ

セ
ー
タ
ー
や
厚
手

の
下
着
も
…
…

 

…

あ
っっ

冬
の

定
番
お
鍋

の
準
備
♡

大
事
な

コ
ト
っ

て
!?

村
民
体
育
祭
の
一
日

手
伝
い
を
通
し
て

　

私
は
初
め
て
村
民
体
育
祭

の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
最
初

は
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

ず
不
安
で
し
た
が
、
係
の
方
や

３
年
生
な
ど
が
、
声
を
か
け

て
下
さ
っ
て
、
と
て
も
や
り
や

す
か
っ
た
で
す
。

　

参
加
す
る
村
民
の
方
が
し
っ

か
り
と
競
技
で
き
る
よ
う
に
準

備
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
し
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た

が
、
反
面
、
と
て
も
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

不
用
に
な
っ
た
布
を
材
料
に
、
専

用
の
木
の
板
を
使
い
、
講
師
の
先
生

に
指
導
さ
れ
な
が
ら
編
み
ま
す
。
編

み
は
じ
め
で
、
早
く
も
間
違
っ
た
り
、

細
い
ぞ
う
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

と
何
回
も
や
り
直
し
な
が
ら
親
子
で

協
力
し
て
編
み
ま
し
た
。
慣
れ
て
く

る
と
、
ど
ん
ど
ん
早
く
編
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

布
の
色
を

変
え
、
組
み

合
わ
せ
を
工

夫
し
て
、
カ

ラ
フ
ル
な
ぞ

う
り
に
し
た

　

10
月
21
日

（
土
）
に
高
山

小
学
校
の
家
庭

科
室
で
、
草
木

染
め
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、

講
師
の
長
野
県

「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
林

部
貢
一
先
生
か
ら
、
草
木
染
め
の
技

法
を
教
わ
り
な
が
ら
、
村
内
で
収
穫

さ
れ
た
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
、
ハ

ン
カ
チ
を
染
め
ま
し
た
。

　
「
ハ
ン
カ
チ
に
輪
ゴ
ム
を
巻
き
付
け

た
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
な
模
様
に
な

り
、
楽
し
か
っ
た
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。　
　
　
（
担
当　

小
渕
隆
彦
）

親子で奮闘

わ
く
わ
く
村
⑤

　
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
支
え
て
く
れ
た
高
山
中
学
校
生
徒
の

皆
さ
ん
の
感
想
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

布
ぞ
う
り
体
験
教
室

草
木
染
め
教
室

体
育
祭
を
支
え
て

（31）

　「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
よ
り
久
し
ぶ
り

の
報
告
を
し
ま
す
。

　

や
や
天
候
不

順
の
中
で
し
た

が
、
10
月
上
旬

に
そ
ば
収
穫
作

業
を
な
ん
と
か

終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

２
年
前
か
ら

コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
し
、
作
業
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
た
に

１
台
を
購
入
し
、
２
台
フ
ル
稼
働
で

行
い
、
玄
そ
ば
で
約
２
ト
ン
の
収
穫

で
し
た
。
作
業
に
は
４
日
を
費
や
し
、

日
没
後
も
、
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に

よ
り
、
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

自
前
の
機
械
を
使
用
し
、
一
番
よ

い
時
期
に
作
業
で
き
た
こ
と
が
、
高

収
穫
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

各
々
仕
事
を
持
っ
て
お
り
、
天
候

と
に
ら
み
あ
わ
せ
て
作
業
計
画
を
立

て
る
の
で
す
が
、
今
年
は
雨
で
予
定

の
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、

平
日
仕
事
を
休
ん
で
作
業
に
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
の
頑
張
り
が
あ
り
ま
し

た
。
悩
み
な
が
ら
会
員
と
の
協
力
の

中
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
第
10
回
の
節
目
と
な
る

「
新
そ
ば
収
穫
祭
」
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

振
り
返
る
と
10
年
間
あ
ま
り
大
き

な
発
展
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
ず
つ
で
も
、
会
が
大
き

く
、
長
続
き
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 （
寺
島　

記
）

　

今
回
は
、
競
技
役
員
と
し

て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
け
が
な
ど
も
心
配
で
、

初
め
て
の
体
験
で
、
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
で
も
、
み
ん
な

と
協
力
し
た
り
、
支
え
合
っ
た

り
し
て
、
と
て
も
良
い
体
育
祭

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
を
通
し
て
、
協

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
考

え
て
動
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
が

あ
っ
た
ら
、
進
ん
で
参
加
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
23

10
21

り
、
黒
や
茶
色
な
ど
渋
い
色
で
ま
と

め
る
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
色
の
ぞ

う
り
が
完
成
し
ま
し
た
。

（
担
当　

篠
原
し
ず
か
）
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満
点
の
空
と
ワ
イ
ン
に
託
す
村	

小
山	

武
男

復
活
の
ド
ラ
マ
が
欲
し
い
荒
廃
地	

松
本	

浩
子

濡
れ
落
ち
葉
風
に
も
舞
え
ず
へ
ば
り
つ
く	

藤
沢	

千
勝

か
く
し
味
個
性
チ
ラ
リ
と
光
ら
せ
る	

松
本	

明
子

帰
省
の
子
母
の
財
布
に
会
い
に
来
る	

勝
山	

千
代
枝

戦
争
は
嫌
だ
と
折
っ
た
千
羽
鶴	

米
村	

た
ま
き

忖
度
も
忘
れ
去
ら
れ
て
秋
の
風	

園
山	

達
雄

ノ
ン
ア
ル
で
酔
え
る
ワ
イ
フ
に
舌
を
巻
く	

星
川	

み
い
子

お
裾
分
け
笑
顔
に
味
も
付
い
て
く
る	

松
本	

秀
司

新
米
の
う
ま
さ
知
っ
て
る
群
す
ず
め	

平
林	

栄
七

場
の
ム
ー
ド
一
変
さ
せ
た
鶴
の
声	

松
本	

利
昭

高
山
川
柳
ク
ラ
ブ
「
そ
よ
風
」

　

私
は
、
１
年
半
前
か
ら
、
地
区

の
仲
間
と
カ
フ
ェ
を
区
の
協
力
も

頂
き
な
が
ら
、
毎
月
第
３
月
曜
日

の
午
前
中
、
地
区
集
会
所
で
開
い

て
い
ま
す
。

　

大
変
良
い
関
係
を
持
て
る
３
人

と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
の
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
大
勢
の
皆
さ
ん

の
参
加
の
お
蔭
で
、
賑
や
か
に
楽

し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に

限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

カ
フ
ェ
で
す
。

　

美
味
し
い
お
菓
子
１
つ
と
お
茶

で
、
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
、
合
間
に
歌
や
体
操
も
し
ま

す
。
約
２
時
間
程
過
ご
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
目
的
と
し
て
、
①
区

民
の
親
睦
②
心
と
体
の
健
康
作
り

③
孤
立
す
る
人
が
い
な
い
こ
と
、

　

10
月
16
日
（
月
）、
カ
フ
ェ
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
集
会
所
の
広
間

の
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
季
節
の
花
が

飾
ら
れ
、
お
や
つ
や
差
し
入
れ
の

果
物
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
入

口
の
案
内
ボ
ー
ド
や
案
内
の
チ
ラ

シ
も
一
枚
一
枚
色
を
塗
っ
て
配
布
す

る
な
ど
心
の
こ
も
っ
た
温
か
さ
を
感

じ
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
多
い
時
に
は
30
名

ほ
ど
で
、
最
高
年
齢
は
99
才
の
男

　

平
成
20
年
か
ら
始
ま
り
、
毎

月
20
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
10
名
ほ
ど
の
方
が
参
加

し
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
ス
タ
ッ
フ
が

準
備
し
た
、
軽
食
が
何
品
か
な
ら

び
、
参
加
者
は

200
円
の
会
費
を
払

う
と
、
ま
ず
お
茶
の
み
と
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
音
頭
で
、

『
北
国
の
春
』
に
合
わ
せ
て
体
操

と
『
い
わ
し
の
ひ
ら
き
』
体
操
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
歌
詞
が
配

ら
れ
『
か
あ
さ
ん
の
歌
』
や
『
東

京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』
な
ど
の
唱
歌
や

歌
謡
曲
を
楽
し
む
の
で
す
。
全
員

大
き
な
声
で
歌
い
、
表
情
も
生
き

生
き
し
て
い
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
と
体
操
と
歌
を
入

れ
、
時
に
楽
器
の
演
奏
も
混
じ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
年
齢
を
重
ね

る
と
、
足
が
痛
く
な
っ
た
り
耳
も

遠
く
な
り
ま
す
が
、
お
互
い
の
状

態
を
理
解
し
、
会
を
盛
り
立
て
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

軽
食
は
春
は
草
団
子
を
手
作
り

す
る
な
ど
工
夫
し
、
年
に
１
回
温

泉
行
き
が
あ
る
な
ど
、
楽
し
そ
う

で
す
。

　

３
地
区
に
短
時
間
で
す
が
お
邪

魔
し
、
参
加
者
の
明
る
い
表
情
に

接
し
ま
し
た
。　
　
（
本
多　

記
）

信州高
山

グラフ
ティ
21グラフ

ィティ

篠原  ひで子 さん
（赤和）

長
寿
サ
ロ
ン  

水
中
地
区

語
ろ
う
会

  

堀
之
内
地
区

を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
を

大
切
に
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

会
が
終
了
し
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
靴
を
は
き
な
が
ら
「
み
ん
な

を
つ
な
ぐ
カ
フ
ェ
だ
ね
」「
自
由
で

ゆ
っ
た
り
が
心
地
い
い
よ
」
な
ど

と
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
帰
ら
れ
ま

す
。

　

そ
れ
を
笑
顔
で
お
見
送
り
し
た

後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と
反
省
会

を
行
い
、
次
回
の
準
備
が
始
ま
り

ま
す
。

　

10
月
11
日
（
水
）、『
長
寿
サ
ロ
ン
』

で
『
元
気
の
出
る
話
』
を
す
る
た
め

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。こ
の
日
の
参
加

者
は
み
な
お
元
気
と
見
受
け
ま
し
た
。

　

年
会
費
は

500
円
で
、
毎
月
開
か

れ
、
お
菓
子
と
漬
物
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
の
話
の
後
、
み
ん
な

で
『
野
菊
』
と
『
里
の
秋
』
を
コ
カ

リ
ナ
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
た
。

　

お
世
話
役
の
方
は
、
連
絡
な
ど

ご
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
独
居
高

齢
者
や
老
々
介
護
の
時
代
に
入
っ
た

今
、
こ
う
し
た
気
楽
に
開
か
れ
る
集

ま
り
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

感
じ
ま
し
た
。　
　
　
（
本
多　

記
）

カ
フ
ェ
見
学

10
20

性
と
の
お
話
で
驚
き
ま
し
た
。

　

毎
回
、
体
操
や
歌
が
あ
る
そ
う

で
す
。
ま
た
９
月
は
祝
日
と
な
り
、

太
鼓
の
お
披
露
目
演
奏
を
、
若
者

が
行
い
賑
や
か
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
荻
原　

記
）
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32《材料：４人分》

　

霜
が
降
り
る
頃
、葉
が
落
ち

た
ヤ
ブ
に
絡
ま
っ
た
ツ
ル
に
青

い
実
が
付
い
て
い
る
の
を
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
生
け

垣
や
納
屋
の
裏
な
ど
家
の
周
り

で
も
見
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
あ
る
い
葉
っ
ぱ
で
、細
い
ツ

ル
に
青
い
実
を
付
け
て
い
る
の

　

村
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の

松
本
さ
ん
に
晩
秋
の
作
業
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

１ 

土
作
り
に
つ
い
て

　

プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
の
土

は
、
栄
養
分
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
根
が
残
り
雑
菌
も

い
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土

は
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
花
壇

は
掘
り
起
し
て
、
土
を
き
れ

い
に
し
、
腐
葉
土
を
入
れ
ま

す
。

２ 

新
し
く
花
壇
を
作
る
場
合

　

土
を
30
㎝
く
ら
い
の
深
さ

に
掘
り
あ
げ
ま
す
。
石
な
ど

2.3
㎝
の
も
の
は
、
取
り
除
き

ま
す
。
そ
の
後
腐
葉
土
を
い

れ
ま
す
。
大
変
な
作
業
で
す

が
、
土
が
花
作
り
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
ま
す
。
花
は
作
る

人
だ
け
で
な
く
見
る
人
に
も

幸
せ
を
与
え
ま
す
。

　

今
年
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游

ラ
ン
ド
入
口
バ
ス

停
に
花
壇
を
増
し

ま
し
た
。
豆
ト
ラ

で
起
こ
し
、
土
作

り
を
し
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
夏

か
ら
秋
の
花
を
植

え
ま
し
た
。（
写
真
）

３ 
植
栽
の
コ
ツ

　

手
前
に
背
の
低
い
花
、
奥

に
高
い
花
を
植
え
ま
す
。
色

合
い
を
考
え
ま
す
が
、
色
は

多
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

花
の
周
囲
に
は
草

も
生
え
ま
す
。
全
体

の
作
業
を
見
通
し
て

植
栽
し
ま
す
。
ま
た
、

苗
の
何
倍
も
大
き
く

な
る
こ
と
を
お
忘
れ

な
く
。

つ
づ
ら
を
編
ん
だ
ツ
ル 

～
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
～

は
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
で
す
。ツ
ル

は
、い
つ
の
間
に
か
生
い
茂
っ
て

厄
介
で
す
よ
ね
。で
も
ア
オ
ツ

ヅ
ラ
フ
ジ
は
名
の
通
り
、昔
は
つ

づ
ら
な
ど
を
編
む
の
に
使
っ
て

お
り
大
切
な
材
料
だ
っ
た
の
で

す
。細
い
ツ
ル
で
服
が
入
れ
ら
れ

る
大
き
さ
の
カ
ゴ
を
編
む
の
は

大
変
な
作
業
で
す
が
、身
近
に
あ

る
物
で
、手
間
暇
か
け
て

必
要
な
物
を
作
っ
て
い

た
の
で
す
ね
。

　

つ
づ
ら
を
編
む
の
は

大
変
で
す
が
、ア
オ
ツ
ヅ

ラ
フ
ジ
の
ツ
ル
で
、飾
り

用
の
カ
ゴ
く
ら
い
な
ら

結
構
か
ん
た
ん
に
作
れ
ま
す
。

ぐ
る
ぐ
る
適
当
に
空
い
て
い
そ

う
な
と
こ
ろ
に
ツ
ル
を
通
し
て

い
く
と
何
と
な
く
形
に
な
り
ま

す
。ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
に
も
良

い
で
す
ね
。

　

じ
ゃ
ま
な
ツ
ル
で
す
が
、見
方

を
変
え
、ち
ょ
っ
と
だ
け
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

10
月
は
例
年
と
ち
が
い
、

気
温
の
差
が
激
し
く
、
夏

日
の
日
が
あ
れ
ば
冬
を
思
わ

せ
る
日
が
あ
る
な
ど
、
体
調

管
理
が
大
変
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
本
格
的
な

寒
さ
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な

準
備
の
時
期
で
す
。
厳
し
い

高
山
の
冬
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。（関

谷　

寺
島
）

アオツヅラフジ

オ ー ロ ラ 煮
① 豚肉は一口大に切り、下味を加

えて軽くもむ。
② じゃが芋は５㎜強のいちょう切り、人参

は薄いいちょう切り、玉葱とピーマンは
短い千切りにする。

③ ②をさっと茹でる。
④ フライパンに油を熱し、①の肉に少量の

油と片栗粉をまぶして炒め、③を加えて
炒め、合わせ調味料をからめる。

　205kcal　食塩 1.1g　たんぱく質 12.4g　脂質 8.6g　炭水化物 18.8g
　食物繊維 2.2g　カルシウム 24mg

32

　秋冬は、根菜類がおいしい季節です。フライパン一つで、今の季
節においしい根菜類とメインのお肉が取れる簡単レシピを紹介しま
す。最初に野菜を下ゆでするので、小さなお子様や歯の弱い方にも
おすすめのレシピです。
　オーロラとはフランス語で、曙、明け方という意味で、トマトケ
チャップのもたらすオレンジかかったピンク色の曙色にちなみオー
ロラ煮というそうです。　　 　（チャオル　栄養管理士　斉藤美江）

豚ももうす切り肉････200g
おろし生姜･････小さじ１
しょうゆ･････ 小さじ1/2
酒･････････････小さじ１
片栗粉･････････小さじ２
サラダ油･･･････大さじ１
じゃが芋･･････････160g
人参･･･････････････ 60g

合
わ
せ
調
味
料

下
味
用

玉葱･･････････････160g
ピーマン･･･････････ 40g
砂糖･･･････････大さじ１
トマトケチャップ
　　･････ 大さじ１と1/2
みそ･････ 大さじ１と1/2
水･････････････大さじ１
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 金 胃がん・大腸がん検診（７時～　チャオル）　☞ 11 頁
防犯年末特別警戒期間・年末の交通安全運動（～ 31 日）　☞ 10 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課生活環境係

☎ 242-1202
☎ 214-9267

2 土 差別をなくす村民集会（13 時 15 分～ 16 時　公民館）　☞ 14 頁 教育委員会人権推進係 ☎ 214-9762

3 日

4 月 胃がん・大腸がん検診（７時～　チャオル）　☞ 11 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

5 火 胃がん・大腸がん検診（７時～　チャオル）　☞ 11 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

6 水 胃がん・大腸がん検診（７時～　チャオル）　☞ 11 頁
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

7 木 胃がん・大腸がん検診（７時～　チャオル）　☞ 11 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

8 金 胃がん・大腸がん検診（７時～　チャオル）　☞ 11 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

9 土

10 日

11 月

12 火 子育てセミナー（10 ～ 11 時 30 分　チャオル）　☞ 21 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

13 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁
3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 21 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

14 木

15 金

16 土 たかやま保育園発表会（９～ 12 時　たかやま保育園） たかやま保育園 ☎ 245-6842

17 日 YOU游ランドイルミネーション点灯（〜 24 日　YOU游ランド）　☞ 10 頁 雪と光の祭典実行委員会 ☎ 242-2210

18 月

19 火

20 水
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館研修室）
教育委員会定例会（13 時 30 分〜　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
総務課総務係
教育委員会子育て学校教育係

☎ 242-1202
☎ 214-9243
☎ 214-9761

21 木 保育園開放日（10 ～ 11 時 30 分　たかやま保育園）　☞ 21 頁
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

子育て支援センター
教育委員会生涯学習係

☎ 246-7445
☎ 214-9762

22 金

23 土 （祝日　天皇誕生日）

24 日

25 月

26 火

27 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

28 木 12 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 21 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

29 金

30 土

31 日

12 月 の 行 事カレンダー

● 12 月の予定
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《12月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220
日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 金 牧、 福 井 原 11 月 二ツ石、松南、黒部 21 木 赤 和、 荒 井 原
2 土 中原、なかひら 12 火 駒 場、 松 原 22 金 牧、 福 井 原
3 日 宮 関、 荻 久 保 13 水 桝 形、 三 郷 23 土 紫、 緑 ケ 丘
4 月 蕨平、天神原、温泉 14 木 牧、 福 井 原 24 日 二ツ石、松南、黒部
5 火 千本松、新堀、堀之内 15 金 中原、なかひら 25 月 駒 場、 松 原
6 水 　休 所 日　 16 土 宮 関、 荻 久 保 26 火 桝 形、 三 郷
7 木 水 中、 久 保 17 日 障がい者の皆さんの利用日 27 水 中原、なかひら
8 金 牧、 福 井 原 18 月 蕨平、天神原、温泉 28 木 宮 関、 荻 久 保
9 土 赤 和、 荒 井 原 19 火 千本松、新堀、堀之内 29 金 　休 所 日　

10 日 紫、 緑 ケ 丘 20 水 水 中、 久 保 30 土 　休 所 日　
31 日 　休 所 日　

● 12 月の予定

※この利用計画の地区以外の方など、どなたでもご自由に利用いただけます。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

12 月 13 日㈬
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 29 年 1 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 29 年 4 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 29 年 8 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《健康相談》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　考

12 月 6 日㈬
12 月 13 日㈬
12 月 20 日㈬
12 月 27 日㈬

保健福祉総合
センター

（チャオル）
午前 9:00
 ～ 12:00

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・育児相
　談など健康管理全般について知りたい方はお出かけください。
＊電話での相談も随時受け付けております。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎ 242-1203）
　にご相談ください。

《12月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

12 月分 12 月 28 日 ㈭
国民健康保険税 ５期分 保育料・児童クラブ利用料 12 月分
後期高齢者医療保険料 ５期分 学校給食費 12 月分
介護保険料 ５期分 水道料金 ５期分

《保育園開放日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445《子育てセミナー開催日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445
保育園名 期　日 時　間

たかやま保育園 12 月 21 日 ㈭ 午前 10:00
　〜 11:30

日　時 会　場 内　容
 12 月 12 日 ㈫
 午前 10:00 ～ 11:30

保健福祉総合センター
（チャオル）

パネルシアターを
楽しもう

※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。
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村の人口
平成 29 年 11 月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

10
月
１
日
か
ら

　
10
月
31
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

ほいくえん
ほいくえん

たかやま保育園

毎月、チャオル健康管理センターで 3 カ月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、平成 29 年 6 月生まれのあかちゃんです！

こんにちは　あかちゃん
第131回

◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202福
本
　
　
稔
　
さ
ん
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歳
　
久
　
保

八
井
澤
幸
三
　
さ
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ツ
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さ
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園
恵
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歳
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山
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歳
　
大
字
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五
十
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美
貴
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さ
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70
歳
　
二
ツ
石

勝
山
　
博
好
　
さ
ん
　
77
歳
　
堀
之
内

　
10
月
25
日
㈬
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
の
畑
に
お
い
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た

ち
が
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
須
高
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
方
々
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
、
初
め
は
慣
れ
な
い
手

つ
き
の
子
ど
も
た
ち
も
徐
々
に
コ

ツ
を
つ
か
ん
で
大
き
な
サ
ツ
マ
イ

モ
を
掘
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
に
挑
戦
！

表
紙
の
紹
介

お
く
や
み

す
こ
や
か
に

石
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優ひ
ろ
と翔

　
ち
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荒
井
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父 

英
司
さ
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母 

真
実
さ
ん
）

増
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ず
と人

　
ち
ゃ
ん
　
　
牧
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父 

英
人
さ
ん  

母 

千
奈
さ
ん
）

山
﨑
　
志し
お
り織

　
ち
ゃ
ん
　
松
　
原

 （
父 

穂
高
さ
ん  

母 

優
花
さ
ん
）

内
山
　
莉り

お緒
　
ち
ゃ
ん
　
水
　
中

 （
父 

哲
史
さ
ん  

母 

愛
さ
ん
）

丸
山
　
貫か
ん
じ志

　
ち
ゃ
ん
　
中
　
原

 （
父 

敦
志
さ
ん  

母 

明
日
美
さ
ん
）

世帯数（− 4）   2,464 戸
人　口（− 18）   7,193 人
　男  　（− 7）   3,582 人
　女  　（− 11）   3,611 人

　おいしいさんま !!
　ということで、栄
養士の先生がさんま
についてのお話しを
してくれました。
　題して『さんま博
士になろう！』
　さんまはどうして
「秋刀魚」って書く
の？
　さんまはどこの海にいるでしょう？
　おいしいさんまを選ぶポイントは？…などなど
　「へ～」「そうなんだ～」「知ってる！」と子どもたち
の反応もさまざま。
　いろいろ教えてもらって、気分はすっかりさんま博士
です。
　その後の給食で出たさんまの甘露煮は全員完食！
　おいしい秋の味覚を楽しみ、心も体も元気いっぱいで
す！

秋と言えば…

三
井
　
一
馬
　
さ
ん
　
松
　
原

山
田
　
美
佳
　
さ
ん
　
　
紫

（
久
保
寺
洋
平
　
さ
ん
　
上
松
町

望
月
　
智
香
　
さ
ん
　
天
神
原

（

お
し
あ
わ
せ
に

霜方　 歩
あ ゆ と

和 ちゃん（堀之内）

発売期間は　
　平成 29 年 11月 27日㈪〜平成 29 年 12月 22日㈮まで
主な賞金・本数
　１等・前後賞合わせて10億円
　１等７億円×25本・前後賞各１億５千万円
　（発売総額1,500億円：25ユニット）
抽選日　平成 29 年 12月 31日㈰

　宝くじの収益金は、長野県の販売実績により配分され、市町村の明
るいまちづくりや地域住民の福祉向上のために使われますので、長野
県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

平成 29 年度 年末ジャンボ宝くじ


